
京都市職員給与条例及び京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例の一部

を改正する条例（令和２年１１月３０日京都市条例第   号）（行財政局人事部給与課） 

本市人事委員会からの勧告等を踏まえ，職員の給与について，次の措置を講じること

としました。 

１ 京都市職員給与条例の適用を受ける職員 

令和２年１２月以後に支給する期末手当（再任用職員に係るものを除く。）の支給割

合の限度を次のとおり改定します。 

区   分 改   正   前 改   正   後 

令和２年度１２

月支給分 １００分の１３０（管理又は監

督の地位にある職員で任命権

者が定めるものにあっては，１

００分の１１０） 

１００分の１２５（管理又は監

督の地位にある職員で任命権

者が定めるものにあっては，１

００分の１０５） 

令和３年度以後

支給分 

１００分の１２７．５（管理又

は監督の地位にある職員で任

命権者が定めるものにあって

は，１００分の１０７．５） 

２ 会計年度任用職員 

会計年度任用職員の期末手当について，上記１の措置による常勤職員の期末手当の

引下げを本年１２月支給分の会計年度任用職員の期末手当に適用させないよう，現行

の支給割合の限度（１００分の１３０）を規定します。 

  上記の改正のうち，令和２年１２月に支給する期末手当に係る部分及び会計年度任用

職員の期末手当に係る部分については令和２年１２月１日から，令和３年度以後に支給

する期末手当に係る部分については令和３年４月１日から実施することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

２２



 京都市職員給与条例及び京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例の一

部を改正する条例を公布する。 

  令和２年１１月３０日 

京都市長  門 川 大 作 

京都市条例第   号 

京都市職員給与条例及び京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する

条例の一部を改正する条例 

（京都市職員給与条例の一部改正） 

第１条 京都市職員給与条例の一部を次のように改正する。 

  第１７条第２項及び第３項中「１００分の１３０」を「１００分の１２５」に，「１０

０分の１１０」を「１００分の１０５」に改める。  

第２条 京都市職員給与条例の一部を次のように改正する。 

  第１７条第２項及び第３項中「１００分の１２５」を「１００分の１２７．５」に，

「１００分の１０５」を「１００分の１０７．５」に改める。  

（京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例の一部改正） 

第３条 京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例の一部を次のように改

正する。 

第１３条前段中「期末手当は」の右に「，次項に定めるものを除き」を加え，同条後

段中「おいて，期末手当の額については給与条例第１７条第２項に規定する管理又は監

督の地位にある職員で任命権者が定めるもの以外の者の，」を「おける」に，「同条第５

項各号」を「，給与条例第１７条第５項各号」に改め，同条に次の１項を加える。 

２ 期末手当の額は，算定基礎額に１００分の１３０以内の割合を乗じて得た額とする。 

   附 則 

 この条例中第１条及び第３条の規定は令和２年１２月１日から，第２条の規定は令和３

年４月１日から施行する。 

（行財政局人事部給与課） 

２２


